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聞
こ
え
な
い
人
も

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
め
ざ
し
て

　

私
た
ち
益
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
設
立
し
、

益
田
市
及
び
鹿
足
郡
在
住
の
聞
こ
え
な
い
人
（
ろ
う
者
）
が
集
ま
っ

た
団
体
で
す
。
会
員
の
主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
は「
手
話
」

で
あ
り
、
現
在
三
十
一
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
ろ
う
者
間
は
も
ち
ろ
ん
、
手
話
を
学
ん
で
い
る
聞
こ

え
る
人
達
と
の
交
流
や
、
ろ
う
者
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
耳
が
聞
こ
え
な
い
悩
み
に
つ
い
て
も
共
に
情

報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
当
協
会
の
運
動
目
標
と
し
て
次
の
三
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
市
役
所
の
正
規
職
員
と
し
て
手
話
通
訳
者
の
設
置

②
休
日
、
時
間
外
時
に
緊
急
的
に
必
要
に
な
っ
た
手
話

通
訳
派
遣
制
度
の
実
現

③
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
が
掲
げ
て
い
る
「
手
話
言
語
法

（
仮
）」
の
制
定
に
向
け
て
の
学
習
、及
び
、市
民
に
「
手

話
は
言
語
で
あ
る
」
こ
と
を
広
げ
る
。

　

私
た
ち
聞
こ
え
な
い
者
は
、
現
在
の
社
会
に
お
い
て
、
様
々
な
制

約
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
原
因
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
受
け
て
い
る
制
約
を
な
く
す
た
め
に
重
要
な

こ
と
は
、
聞
こ
え
な
い
こ
と
を
補
う
た
め
の
配
慮
や
制
度
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
や
理
解
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

聞
こ
え
る
人
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が

聞
こ
え
な
い
人
の
存
在
と
、
置
か
れ
て
い
る
現
実
を
社
会
に
伝
え
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
だ
と
、
そ
れ
が
運
動
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
‼

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
先
〉

　

益
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
事
務
局
（
中
島
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
５
６
―

２
２
―

４
６
８
６

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
６
―

２
３
―

６
９
５
４
（
社
協
）

手
話
通
訳
を
付
け
て
情
報
を
得
な
が

ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
学
ぶ
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
飲
み
会
な
ど
で
楽
し
く
交

流
を
深
め
ま
す
。

市
民
に
理
解
を
求
め
る
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

聞
こ
え
な
い
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
町

は
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
手
話
の
あ

ふ
れ
る
町
で
す
。
そ
の
実
現
の
為
に
、

通
訳
者
と
共
に
話
し
あ
い
ま
す
。
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益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
齋
　
藤
　
　
　
眸
　

　

平
成
15
年
１
月
以
来
10
年
の
永
き
に
亘
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
強
化
と

地
域
福
祉
推
進
に
多
大
な
ご
貢
献
を
頂
き
ま
し
た
田
中
稔
会
長
が
去
る
６
月
1６
日

を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
任
と
し
て
、
私
が
会
長
、
引
続
き
石
本
建
二
理
事
が
副
会
長
を
務
め
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
と
し
て
の
重
責
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
田
中
前
会
長
が
培
わ

れ
た
福
祉
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
そ
の
職
責

を
果
た
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

今
日
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
地
域
社
会
機
能
の
脆
弱
化
や
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
に
伴
っ
て
、
人
び
と
が
有
す
る
福
祉
課
題
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
今
の
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、

社
会
福
祉
事
業
、
社
会
福
祉
法
人
、
福
祉
事
務
所
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
枠
組

み
を
規
定
し
て
い
た
社
会
福
祉
の
基
礎
構
造
改
革
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
民
参
加

に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
と
利
用
者
に
よ
る
選
択
の
尊
重
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

な
ど
を
柱
と
し
た
新
し
い
社
会
福
祉
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
地
域
福
祉
活
動
の
中
核
を
担
う
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
３
年
を
目
処
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

頂
き
、
益
田
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
「
地
域
福
祉
計
画
」「
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
社
協
で
は
特
に
、
要
援
護
者
に
対
し
、
身
近
な

地
域
で
声
か
け
・
見
守
り
な
ど
を
行
う
「
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
や

高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
事
業
」「
相
談
事
業
」
等
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
誰
も
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
」
を
築
く
に
は
、
今
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
、
行
政
が
と
も
に
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
連
携
・
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
瘁
い
た
だ
き
ま
し
た
田
中
稔
前
会
長
に

心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
推
進
に
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
６
月
17
日
付
け
で
益
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
を
、
６
月
４
日
付

け
で
評
議
員
を
改
選
い
た
し
ま
し
た
。
任
期
は

い
ず
れ
も
２
年
で
す
。
評
議
員（
43
名
）の
紹
介

に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
社
協
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、行
政
、福
祉
関
係
機

関
・
団
体
の
み
な
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

会　
　

長　

齋
藤　
　

眸
（
高
津
五
丁
目
）

副
会
長　

石
本　

建
二
（
東
町
）

常
務
理
事　

福
原　

正
巳
（
下
本
郷
町
）

理　
　

事　

石
田　

敏
治
（
久
々
茂
町
）

　
　

〃　　
　

岩
本
の
り
こ
（
あ
け
ぼ
の
本
町
）

　
　

〃　　
　

大
久
保　

稔
（
下
本
郷
町
）

　
　

〃　　
　

笹
川　
　

清
（
高
津
四
丁
目
）

　
　

〃　　
　

澤
江　

久
介
（
美
都
町
山
本
）

　
　

〃　　
　

竹
田　

和
夫
（
匹
見
町
道
川
）

　
　

〃　　
　

田
中　
　

敦
（
木
部
町
）

　
　

〃　　
　

中
島　

教
祐
（
須
子
町
）

　
　

〃　　
　

中
島　

正
紀
（
喜
阿
弥
町
）

　
　

〃　　
　

永
本　

鶴
枝
（
須
子
町
）

　
　

〃　　
　

原　
　

伸
二
（
久
城
町
）

　
　

〃　　
　

山
崎　

善
行
（
美
都
町
笹
倉
）

　
　

〃　　
　

山
本　
　

尚
（
中
吉
田
町
）

　
　

〃　　
　

渡
辺　
　

隆
（
匹
見
町
紙
祖
）

監　
　

事　

吉
川　

富
男
（
水
分
町
）

　
　

〃　　
　

竹
内　

優
機（
あ
け
ぼ
の
西
町
）

　
　

〃　　
　

本
井　

宗
明
（
高
津
四
丁
目
）

顧　
　

問　

田
中　
　

稔
（
乙
吉
町
）

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
役
員
・
評
議
員
の
お
知
ら
せ

ひとまるの里小野っ子・通学合宿2012年
　

小
野
地
区
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
青

少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
、
子
ど
も
達
が

親
元
か
ら
離
れ
異
年
齢

集
団
で
の
共
同
生
活
や
、
大
人
と
の
交
流

体
験
活
動
を
し
な
が
ら
通
学
す
る
こ
と

で
、『
日
常
的
な
生
活
習
慣
や
社
会
性
を
身

に
つ
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
』
を
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
夏
休
み
前
に
行
わ
れ

て
お
り
、今
年
で
10
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
７
月
８
日
㈰
～
11
日
㈬
の
３

泊
４
日
で
行
わ
れ
、
戸
田
小
の
５
・
６
年

生
の
希
望
者
15
名
が
参
加
し
、
食
事
の
準

備
や
掃
除
・
洗
濯
・
片
付
け
・
地
域
の
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
な
ど
、
様
々

な
経
験
を
し
ま
し
た
。

小野地区振興センター玄関前で
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寺
井　

正
運

（
美
都
町
仙
道
）
金
一
封

塩
道　

和
則

（
美
都
町
都
茂
）
金
一
封

村
上　

一
登

（
美
都
町
都
茂
）
金
一
封

竹
田　
　

眸	

（
匹
見
町
道
川
）	

金
一
封

匿
名	

	

金
一
封

　【
見
舞
返
し
】

伏
谷　

正
明	

（
赤
雁
町
）	

金
一
封

永
本　

鶴
枝	

（
須
子
町
）	

金
一
封

山
本　

幹
夫	

（
戸
田
町
）	

金
一
封

篠
原
セ
ツ
子	

（
小
浜
町
）	

金
一
封

土
佐
タ
エ
子	

（
美
都
町
板
井
川
）	

金
一
封

　【
一
般
寄
付
】

㈱
島
根
銀
行	

	

六
千
九
百
五
十
七
円

佐
々
木
征
宏	

（
戸
田
町
）	

金
一
封

　　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
善
意
の
寄
付
金
は
、

ご
意
志
に
沿
っ
て
、
地
域
福
祉
活
動
事
業
費
や
福

祉
基
金
積
立
の
原
資
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
の
輪	　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
６
月
１
日
～
平
成
24
年
８
月
31
日
）

【
香
典
返
し
】

大
賀　

孝
行	

（
種
村
町
）	

金
一
封

坂
根　

國
喜	

（
小
浜
町
）	

金
一
封

又
賀　

規
有	

（
幸
町
）	

金
一
封

澁
谷
ミ
サ
ヨ	

（
津
田
町
）	

金
一
封

島
地　

良
高	

（
下
種
町
）	

金
一
封

青
木　

繁
子	

（
戸
田
町
）	

金
一
封

渡
辺　

昭
子	

（
中
島
町
）	

金
一
封

野
稲　
　

洋	

（
柏
原
町
）	

金
一
封

梅
田　
　

護	

（
西
平
原
町
）	

金
一
封

澁
谷
れ
い
子	

（
木
部
町
）	

金
一
封

岡
元　

文
人	

（
喜
阿
弥
町
）	

金
一
封

藤
田　

浩
三	

（
東
町
）	

金
一
封

大
賀　

隆
浩	

（
喜
阿
弥
町
）	

金
一
封

広
瀬　

良
枝	

（
猪
木
谷
町
）	

金
一
封

竹
内
祐
二
朗	

（
高
津
五
丁
目
）	

金
一
封

武
内　

慶
子	

（
中
垣
内
町
）	

金
一
封

野
村　

博
昭	

（
赤
城
町
）	

金
一
封

原
田
ア
キ
子	

（
七
尾
町
）	

金
一
封

原　
　

寿
世	

（
七
尾
町
）	

金
一
封

城
市　

康
春	

（
中
吉
田
町
）	

金
一
封

宮
内
フ
ミ
子	

（
戸
田
町
）	

金
一
封

村
田　

康
雄	

（
飯
田
町
）	

金
一
封

岩
永
千
登
勢	

（
戸
田
町
）	

金
一
封

岩
﨑　

芳
男	

（
喜
阿
弥
町
）	

金
一
封

城
市　

幸
枝	
（
中
吉
田
町
）	

金
一
封

大
畑　

一
夫	
（
東
町
）	

金
一
封

宮
﨑
カ
ツ
ミ	
（
本
俣
賀
町
）	

金
一
封

永
田　

三
治	

（
飯
浦
町
）	

金
一
封

中
島
恵
美
子	

（
三
宅
町
）	

金
一
封

中
島　

政
朗	

（
高
津
四
丁
目
）	

金
一
封

野
上　
　

清	

（
遠
田
町
）	
金
一
封

福
原　

都
信	

（
下
本
郷
町
）	
十
万
円

三
浦
チ
ト
セ	

（
山
口
県
山
口
市
）	
金
一
封

寺
戸　

孝
子	

（
美
都
町
仙
道
）	

金
一
封

柳
井　

幸
子	

（
美
都
町
都
茂
）	

金
一
封

（故）

（故）
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日時　11月７日㈬　９時～ 15時30分
場所　益田市総合福祉センター
　　　会議室Ｃ（益田市須子町３-１)
相談担当者　浜田公証役場　公証人

・相続争い
・老後の不安（認知症、後に残る配偶者や障がいを持つ子
の心配）

・終末期医療における選択（延命か、安らかな死か）
・若年夫婦の離婚と幼子の養育不安
・金銭、土地・建物の貸し借りのトラブル…などあなた
の不安に公証人がお答えします

※人数が限られていますので、
事前に予約をお願いします。
※相談は無料です。
※公証役場は国の機関です。
秘密は厳守されます。
　お気軽にご相談ください

公正証書はあなたの暮らし・老後・財産を守ります。

公証人による相談会を開催します。

　（８月31日現在順不同・敬称略）　

社協の特別会員として次の企業・団体のご賛同を
いただきました。大変ありがとうございました。

㈱益田市総合サービス
柏村印刷㈱益田支店
㈲コロナ
三光ビル管理㈱
㈲大広建設
益田興産㈱
㈱右田本店
㈲益田製茶
益田ライオンズクラブ
㈱シブタニ測量
㈱野村組
㈲益田市衛生公社
㈱メイワ
㈲石西環境衛生センター
㈱技研設備
㈱植松
ダイワボウオーシャンテック㈱益田工場

益田青果㈱
㈱島根互助会
㈱森本建設
都市環境整備㈱
島根西いすゞモーター㈱
島根電工㈱益田営業所
㈱石見ガスセンター
㈱キヌヤ
島根県歯科医師会益田鹿足支部
㈱佐々木馬一商店
シマネ益田電子㈱
㈱ひょうま
ダイワエンジニアリング㈱
ダイワボウレーヨン㈱益田工場
㈲新興運輸
益田地域医療センター医師会病院
㈲山陰種苗

㈱出雲ポンプ
益田市シルバー人材センター
宮田建設工業㈱益田支店
㈲益田葬儀社
㈲ヤマハ環境開発
益田タクシー㈱
小野澤興行㈱
伸和産業㈱
大畑建設㈱
大栄建設㈱
㈲ＴＫＣ益田計算センター
ＪＡ西いわみ
安野産業㈱
㈱じょういち
㈱日の丸時計店
㈱タイピック
中国道路㈱

㈱野田工業
ダイワボウプログレス㈱益田工場
荒磯館
㈳益田法人会
益田酒類食品㈱
益田ロータリークラブ
益田西ロータリークラブ
㈲大畑管工
㈱三浦産業
益田市観光協会
漁業協同組合ＪＦしまね益田支所
㈲三好家
石見交通㈱
㈲ダスキン石見
リコージャパン㈱島根支社益田営業所
㈱中電工益田営業所

社協特別会員へのお礼

問い合わせ・予約
益田市社会福祉協議会　２２‐７２５６（高橋）
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この広報紙には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。

赤い羽根共同募金運動が始まります
10月１日▶12月31日

　市民のみなさまのご理解、ご協力に支えられ、赤い羽根共同募金運動が10月１日からスタートします。
　みなさまからお寄せいただいた寄付金は、みなさまがお住まいの地域の様々な福祉活動や、ボランティアの
支援のために役立たせていただきます。今年も赤い羽根共同募金に、ご理解ご協力をお願い申し上げます。
　一般募金目標額　　　　　　13，６30，000円
　歳末たすけあい募金目標額　　４，８６1，000円

10月１日㈪には、市内のスーパー前等で街頭募金を行います。
　街頭募金協力者は、高校生ボランティアサークル「ファイブハーツ」、匹見保育所園児
　道川児童館園児、共同募金助成受益団体、福祉関係者です。

　共同募金は、計画募金です。翌年の事業申請を行い、共同募金委員会で決定されると、翌年の事業費として助成
されます。来年度は下記の地域の福祉の為に使われます。

●高齢者福祉事業
　・高齢者ふれあい見守りによる生活支援事業
　　（小地域ネットワーク活動）
　・友愛メール事業等
●児童・青少年福祉事業
　・子ども若者健全育成事業
　・市内小・中・高校対象の福祉教育指定事業
　・ふれあい子育てサロン
　・子ども連絡会協議会による子ども会リーダー研修
　　事業等

●障がい児・者福祉事業
　・障がい者スポーツ大会
　・知的障がい者交流研修事業等
　・障がいのある子の余暇活動を支援する助成事業
●住民全般福祉事業
　・社協だより「はぁ～てぃ」発行事業
　・福祉用具貸出事業
　・お買い物サービス事業（匹見）
　・老人クラブの地域を豊かにする活動

共同募金で実施される事業紹介

老人クラブ　地域を豊かにする活動でカーブミラー磨き 子育てサロン　馬事公苑にてヤギの餌やりを楽しみました

※簡単にできる募金活動として、図書カード募金・クオカード募金があります。1,000円でカードを購入して頂
き、その内の500円が募金となります。希望される方は、下記までご連絡下さい。

島根県共同募金会益田市共同募金委員会
益田市須子町３－１　益田市社会福祉協議会内
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